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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】作業車等のゴムクローラに、突起付プレートを
装着する滑り止め装置において、着脱作業が容易で、使
用中にプレートが当接したラグ表面上でずれるのを防止
する。
【解決手段】滑り止めプレートを突起付主プレート１と
鉤プレート２に分割し、それぞれのプレートに接合した
フック付チェーンでゴムクローラに装着したあと、両プ
レートをボルト３で締結する。主プレート１の裏面に溶
接した脚体７を、ゴムクローラの凹条部に受容させるこ
とによって、主プレート１がずれ動くのを防止でき、さ
らに、フック付チェーンも主プレート１の脚体７および
鉤プレート２の下面に接合することによって凹条部に受
容させ、ずれ動き防止を強化する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　車両用ゴムクローラにフックによって着脱する滑り止め装置であって、主プレートと鉤
プレートから成り、主プレートの接地側表面に突起を設けるとともに、裏面にラグ間の凹
条部に受容させる脚体を設けてその一端にフック付チェーンを接合し、他の一端がわの主
プレートにナットを付設し、鉤プレートの下部にフック付チェーンを接合するとともに上
部にボルト穴を設け、このボルト穴と主プレートのナットをボルトによって締結する滑り
止め装置。
【請求項２】
　脚体が円柱または円筒状の鋼材であって、その側面を主プレートの裏面に溶接した請求
項１の滑り止め装置
【請求項３】
　主プレートが１個のラグ頂面に当接し、このラグに隣接する２条の凹条部に受容させる
２本の脚体を有する請求項１または請求項２の滑り止め装置
【請求項４】
　鉤プレートと同等形状の補助プレートを、鉤プレートに相対する主プレートの側面に設
けた請求項１から請求項３の滑り止め装置
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、作業機械や農業機械に使用されるゴムクローラの滑りを防止するための装置
に関するものである。
【従来技術】
【０００２】
　作業機械や農業機械においては、舗装路面の保護や走行時の騒音低減を目的としてゴム
クローラが開発され、その利用が急速に広がっている。しかし、ゴムクローラは路面をグ
リップする力が弱いため、氷雪路面や軟弱路面等において滑りやすいという問題があった
。この氷雪面等での滑りを防止するために、クローラの接地面に様々な突起や爪を付設す
る出願がなされている。
【０００３】
　特開２０００－２３３７７７は、突起を立設したベースプレートをクローラの頂面に当
接して、フック付チェーンを用いて固定するものである。チェーンはベースプレートの左
右に１対ずつ接合されており、その中の片側１対のチェーンは、中間部において着脱可能
なカップリングによって連結される。
　装着する際には連結ピンを抜いてカップリングを外し、チェーン先端に接合されたフッ
クをゴムクローラの左右の側縁部に１対ずつ挟み込む。続いてベースプレートをラグ頂面
に当椄した状態で、片側の１対のチェーンの中間をカップリングによって連結する。
【特許文献１】特開２０００－２３３７７７
【特許文献２】特開２００５－２６３０９０
【特許文献３】特開平１０－２９７５５６
【特許文献４】実開３０３３７５１
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　装着されたベースプレートはラグの頂面に当接していて、チェーンだけで固定されてい
る。そのチェーンもラグ間の凹条部から傾斜状に張設され、ラグ頂面よりも外側に突き出
た態様でベースプレートに結合されていて、安定しているとは言い難い。そのため、ベー
スプレートに大きな力がかかる始動や制動、方向転換時にプレートがラグ頂面でずれ動い
て滑りにつながりやすい。
　このずれを防止するために、チェーンは可能な限り緩みのない状態で張設しなければな
らないが、カップリングを掛けるためにはある程度の緩みがなければならない。また走行
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中にもチェーンやフックの馴染み・変形によって弛みが漸増し、ベースプレートのずれ動
きがさらに助長される。このずれによる滑りが従来技術の問題点であった。
【０００５】
　また、装着作業において緩みをできるだけ少なくするには、チェーンを強く緊張するた
めの特定の工具が必要であり、作業に習熟しなければならないことも問題の一つである。
【０００６】
　本考案は、このような従来技術の問題点を解決するためのもので、氷雪路面等において
ずれ動きがなく、しかもゴムクローラへの着脱作業が容易な滑り防止装置を提供するもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案の請求項１は、主プレートと鉤プレートから成り、主プレートの接地側表面に突
起を設けるとともに、裏面にラグ間の凹条部に受容させる脚体を設けてその一端部にフッ
ク付きチェーンを接合し、他の一端がわの主プレートにナットを付設して、鉤プレートの
下部にフック付きチェーンを接合するとともに上部にボルト穴を設け、このボルト穴と主
プレートのナットをボルトによって締結するすべり止め装置である。
【０００８】
　主プレートの接地側表面に設けた突起は、氷雪路面等に食い込んで滑りを防止し、裏面
の脚体は、凹条部に受容させることによって主プレートがラグ頂面でずれ動くのを阻止す
る。さらにチェーンも、脚体の端部および鉤プレートの下面に接合されるため凹条部に受
容された状態となり、主プレートのずれ動きの防止に寄与する。
　主プレートと鉤プレートはボルトによって締結するため、緩みなく装着することができ
る。たとえ走行中にチェーンが緩んでも、ボルトを増し締めするだけで容易に再緊張でき
るため、主プレートのずれ動きが防止される。
【０００９】
　この滑り止め装置をクローラに装着するには、まず、主プレートの脚体および鉤プレー
トの下面に接合したチェーン先端のフックをクローラの側縁部に挟み込む。次に、主プレ
ートの裏面をラグ頂面に当接し、脚体をクローラの凹条部に受容させた状態で両プレート
をボルト締結する。
　この装着作業を、特殊な工具を用いることなくボルトの締結のみで実施でき、習熟も必
要ない。装置を外す作業も同様に容易である。
【００１０】
　本考案の請求項２は、主プレートの裏面に設ける脚体が円柱または円筒状の鋼材であっ
て、その側面を主プレートの裏面に溶接する。鋼材はラグ凹条部よりもやや細いものが望
ましい。これによって主プレートのずれを防止するとともに、脚体による凹条部の損傷を
軽減できる。
【００１１】
　請求項３は、主プレートが１個のラグ頂面に当接する形態であって、このラグに隣接す
る２条の凹条部にそれぞれ１本の脚体が受容される。
【００１２】
　請求項４は、鉤プレートと同等形状の補助プレートを、鉤プレートに相対する主プレー
ト端面に設けるものである。補助プレートは路面に食い込んで滑り防止機能を強化すると
ともに、鉤プレートと対称をなして装置に安定性与えるためのものである。
【考案の効果】
【００１３】
　上述したように本考案のゴムクローラの滑り止め装置は、氷雪路面等において滑り止め
プレートがずれ動いて滑るのを防止するとともに、ゴムクローラへの着脱作業を容易に実
施できる効果がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
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　以下、本考案の実施形態を図１～図５に基づいて説明する。
　図１は本考案の滑り止め装置を、接地面を上向きにした斜視図である。主プレート１と
鉤プレート２を結合するためのボルト３は、鉤プレート２のボルト穴４を貫通して、主プ
レートの端面に設けたナット５に締結される。
　主プレート１は、接地面の滑り止め突起６と裏面の脚体７を有している。氷雪面等に食
い込ませる突起６は角状の鋼片を溶接したものである。脚体７は、ラグ間の凹条部よりも
やや細めの丸鋼の側面を主プレートの裏面に溶接したもので、凹条部に受容される態様で
当接している。脚体の一端面にフック８付チェーン９が接合されていて、他端がわの主プ
レート側面１０に切り込みを入れて、高ナット５が溶接されている。
　ナット５は主プレートの側面に直接溶接することも可能であり、ナットの寸法および種
類も必要に応じて任意のものを用いることができる。
【００１５】
　鉤プレート２は、ラグ頂部を跨ぐために下部中央部を切り込んだ逆凹字状の鋼板であっ
て、両側の脚部１１の下面にフック１２付チェーン１３が接合されている。脚部の上部に
設けたボルト穴にボルト３を通してナット４に締め込む。
【００１６】
　図２は、本装置を裏面側から見た斜視図である。脚体７は丸鋼側面を主プレートの裏面
に溶接したもので、一つの端面にフック８付チェーン９が接合されている。フック１３付
チェーン１２は、鉤プレート１０の脚部１１の下面に溶接されている。
【００１７】
　図３は本装置をゴムクローラに装着した状態を示す。主プレートの裏面はラグ１４に当
接し、２本の脚体７は同ラグに隣接する２条の凹条部１５、１６に受容されている。フッ
ク８はクローラのラグ凹条部に受容された状態で左側縁部に挟み込まれ、チェーン９を介
して脚体の端面に接合されている。
　鉤プレート２の下面に結合されたチェーン１３も、同様に凹条部１５、１６に受容され
ており、このチェーンを介してフック１２がクローラ右側面に挟み込まれている。
【００１８】
　図４は、主プレートの滑り止め効果を増強するために、鉤プレートと同等形状の補助プ
レート１７を、鉤プレート２と反対側の主プレート端面に接合した滑り止め装置である。
鉤プレートと補助プレートは対称をなしている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本考案の滑り止め装置の接地面を上向きにした斜視図
【図２】本考案の滑り止め装着をゴムクローラに当接する裏面側から見た斜視図
【図３】本考案の滑り止め装置をゴムクローラに装着した状態を示す斜視図
【図４】補助プレートを付設した本考案の滑り止め装置の斜視図
【符号の説明】
【００２０】
　　１　　主プレート
　　２　　鉤プレート
　　３　　ボルト
　　４　　ボルト穴の位置
　　５　　ナット
　　６　　突起
　　７　　脚体
　　８　　フック
　　９　　チェーン
　　１０　主プレートの端面
　　１１　鉤プレートの脚部
　　１２　フック
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　　１３　チェーン
　　１４　ゴムクローラのラグ
　　１５　ゴムクローラの凹条部
　　１６　ゴムクローラの凹条部
　　１７　補助プレート

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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